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学びという観点を特筆すると 

 ・一人残らず子どもの学ぶ権利を保障する。 

 ・探究の過程における生徒の学びを大切にする。 

        ・教師が専門家として成長する。 
 

２．考え方（哲学） 
  ◎公共性；教室と授業を内にも外にも開く学校。 

 

 ◎公平性；生徒も教師も、一人ひとりが主人公になって協同している学校。 

       生徒と生徒、生徒と教師、教師と教師の間に「聴き合う」関係を創造る。 

 

 ◎卓越性；どんな条件にあっても、その条件に応じてベストを尽くす。 

       丁寧さと細やかさを大切にして、最高の学びを追究する。 

 

 

３．全国調査と東京都調査および NRTの結果より 
・学習に意欲的に取り組む生徒が多く、基礎基本の定着（知識･技能の習得）はある程度進んでいる。

さらなる向上を目指して、ジャンプの課題・協同・探究を重視した授業を展開することが重要であ

る。 

 

  ・読解力（情報の整理･理解など）とともに思考力・判断力・表現力等や、意欲的に根気よく取り組む姿

勢を育む必要がある。 

 

  ・双方（全国と東京都）の生徒質問紙より、コロナ禍にもかかわらず生徒同士の関係性が良くなって

おり、その成果がNRTの結果に表れている。 

 

  ・NRTの結果から、学年進行に応じて着実に学力が向上している。現在の「学び合う授業」を今後も

継続することが大切である。 

   

  ・「共有の課題」と「ジャンプの課題」を用意し、ペアや四人組を活用し、「つなぐ」ことを重視した授業

を行っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

誰一人孤立させない、生徒も教師も学び合う学校 
～心ある生徒の育成～ 

（感謝、主体性、協調性、寛容） 



４．全教科で行う授業改善の視点（活動システム）～「協同的な学び」の創造～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「聴き合う」関係性を醸成する。（平等感と安心感を培う） 

② 「共有の課題」と「ジャンプの課題」を準備する。 

③ ペアや四人組の活用と男女市松模様となるコの字型机配置。 

④ 「個人の活動、ペアや四人組での協同、全体での共有」の場面を設ける。 

⑤ 「わからなさや困り感」に寄り添い、そこから学ばせる。 

⑥ 「聴く、つなぐ、戻す」を重視して授業を進める。 

「聴く」⇒生徒同士、教材から、生徒と教師、教師同士     教師の説明を減らす 

「つなぐ」⇒生徒と生徒、生徒と教材、生徒と既習事項     ことに繋がる 

「戻す」⇒教材へ、全体へ、グループへ戻す 

     ⑦ 生徒が夢中になって、ていねいに取り組み、わからないときは自ら助けを求められる安心  

感と平等感。 

     ⑧ 生徒一人一人が主人公であるために、一人一人の様子をよく見る。（表情、姿勢、動作など） 

     ⑨ 教師は単元の全体像や単元間のつながりを把握する。 

  ⑩ ねらいを明確にし、ことばや発言を精選する。（教師の説明を減らす努力） 

⑪ 教師が互いに授業を公開・参観し、生徒の学びについて共同で振り返り学び合う。 

⑫ hyper-ＱＵを活用し、生徒の心理面の理解を深める。 

（読み取れる内容；学級満足度尺度、学校生活意欲尺度、ソーシャルスキル尺度） 

⑬ NRT（標準学力検査）や年２回校内で行う授業に関する生徒評価を活用し、生徒の観点別学 

習状況を経年で把握するとともに生徒の学習意欲等を把握し、指導に役立てる。 

⑭ GIGA情報委員会を中心に、GIGAスクール構想で配備されたタブレット端末の授業中にお 

ける活用と家庭学習における活用を推進する。（eライブラリやGoogleソフトの活用） 

「真正の学び」 

教科（科学・学問・芸術）の 

本質に即した学び 

（その教科の世界観に迫る学び） 

「聴き合う」関係 

聴く：教材からの受信や仲間からの受信 

訊く：自らを救う力 

ケアの関係 

「ジャンプの課題」 

高次の思考を用いる課題 

主体的に学びが深まる課題 

探究型の課題 



また、臨時休校への備えや出席停止および不登校対応として、これまでに構築したオンライン

学習の仕組みを積極的に活用する。 

 

＝「質の高い学び」のために＝ 

〇 教師が「この 1時間の学び」のビジョンを明確にもつ。 

   ・ 生徒がどういうことが言えるようなることを、この授業で目指したいのか。 

   ・ 個々の子どもの学びが、授業のはじめに立っているそれぞれの場所からの「前進」するイメー 

ジをもつ。 

   〇 そこからその前進を引き起こす仕掛け（課題設定の仕方・活動の中身）を考えていく。 

 

５．過去４年間の生徒の実態から 

①全国と東京都の学習状況調査に伴う質問紙の結果 

※メンタル面を表す問４は過去４年間で一番高かったが、都よりも若干下回っている。また問５、１０、１

１、１２も令和４年度と比較して、大幅に上昇し、都よりも上回った。いずれにしても自己有用感の醸

成する活動が大きく効果を発揮していている。しかし問７は令和４年度より１０ポイントも低く、都よ

りも下回ってしまった。キャリア教育を推進していく必要がある。 

 学習面を表す問１６、１７、２０、４０は令和４年度や都と比較しても上回っているが、中でも問２０の学

校以外での読書量が少ない。学校での朝読書以外でも読書週間が身につくように指導したい。 

青梅市学力向上新５か年計画の成果目標については、問 11 のみ到達しており、コロナ禍にもかか

わらず昨年度より向上していることに本校の３年間の取組の成果が表れている。 

問４、１６，４０はR5青梅市学力向上５か年計画数値目標を達成できた。 



②令和５年度東京都児童生徒の学力向上を図るための調査質問紙の結果 

 ※全ての質問に対して、令和５年度の東京都や令和４年度の本校及び東京都の平均値より上回って

いる。本校が目指す学びの共同体の授業が生徒にも浸透している。振り返りの仕方を明確にする

必要がある。 

 

 ③NRT（数研式 標準学力検査）の結果 

 ※学年進行に応じて学力が向上している。一方で令和５年度東京都生徒質問紙の結果から、課題の

内容と授業の展開方法（「つなぐ」観点）をさらに工夫する必要がある。誰一人孤立させない、協同

と探究のある「学び合う授業」を今後も継続することが大切である。 

 

６．人事考課制度の活用 

   すべての教員が、自己申告書の学習指導欄に「学び合う」授業に関する内容を記述し、誰一人孤立

させない協同と探究のある授業づくりに取り組み、授業を通じて『心ある生徒の育成』に取り組む。

それが、結果的に学力の向上につながる。 

   この点において校長の方針の具現化という観点で、カリキュラム・マネジメントを行う。 


